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●整備効果

河川環境のモニタリングとして行う事業実施前調査は、生物及び生物の生息・生育
環境に与える影響を回避または低減することができる等、環境保全措置を検討・実
施することができる。また、事業実施中及び実施後調査はその効果を検証するため
に行うもので、今後の河川整備における生物の生息・生育環境の保全及び再生の基
礎資料とし、その評価を行うことが出来る。

●提案理由

上記効果を得るため継続的に実施することが必要

●調整経緯

平成17年 9月 7日 第5回猪名川自然環境委員会開催
平成17年12月14日 第6回猪名川自然環境委員会開催

●委員会等からの意見

・ 工事箇所の環境調査結果については、それぞれの分野を専門とする委員に照査して
もらうこと。

（注：上記は環境委員会審議の中における関連意見を抜粋したものである）

●進捗状況

・下河原の人工ワンドを対象に住民参加によるワークショプを開催

平成17年7月9日 第18回ワークショップ開催

平成17年9月25日 第19回ワークショップ開催

・各工事施工箇所の環境調査（H17年度）

第5回委員会の様子 第6回委員会の様子

●進捗状況


